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私たちのテーマ: 長時間労働の解消

SDGｓの目標： 8 (働きがいも経済成長も)



長時間労働の現状

・一人当たりの平均労働時間は長期的に低下し
ている。

・既存社員の労働時間に変化がない。

・景気変動に労働時間が左右される傾向にある。



一人当たりの労働時間が
減少した理由

非正規社員が増加していくととも
に一人当たりの年間労働時間は減
少しているのが(１)の表から読み取
れる。

しかし
正社員の労働時間の
水準は大きく変化が
ない



景気変動に労働時間が左右さ
れる理由

景気回復時の８０年代は労働時間が
増えていて、景気後退期の９０年代
以降は労働時間が大きく減っている
ことが(２)のグラフから読み取れる。

会社側の雇用費用を
抑えるために非正規
労働者の雇用を開始
したと考えられる。







SDGs実現に向けて
～10代からの提言～

正規社員の平均労働時間を減らし短時間で集中的に仕事
に取り組み家庭の時間(個人の時間)を増やす

SDGsの取り組み目標達成に向けてすべての人のための持
続的、包摂的かつ持続可能な経済成長を目指す


